職種：技術　　職務：メンテナンス

【概要】

　定期的または緊急時における自動販売機の調整・整備・保守を行う仕事。

【仕事の内容】

　軽微な修理はルートセールス担当者が行う場合もあるが、定期点検や故障の際にはメンテナンス専任スタッフが対応する。

メンテナンスの仕事を行うためには自動販売機の機能や構造についての専門知識が必要となり、外観・構造検査、水・ガス漏れ検査、耐圧・絶縁検査など検査方法にも通じている必要がある。また、カップ自動販売機の場合には食品衛生関係法令も関係してくる。このため、単に電気や機械に詳しいだけでなく関連分野の幅広い知識も必要である。

ベテランになると故障内容から速やかに原因を推定して修理を行うことが求められる。

【求められる経験・能力】

（1） 自動販売機メンテナンスの仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。入社後、能力や適性に応じて配属される場合もあれば、即戦力として中途採用で配属される場合もある。

（2） 技能検定（自動販売機調整）の資格（特級、１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することがある。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） また、食品衛生にかかわる精密な機械を扱うため、操作時には注意力と正確性が特に必要である。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定（特級～２級）：自動販売機調整〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

· 電気工事士（第１種・第２種）〔㈶電気技術者試験センター〕

など

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　５７２　一般機械器具修理工


